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(57)【要約】
【課題】配送コストを低減することができ、且つ組み立
てが容易な展示台用基材を提供する。
【解決手段】本発明の展示台用基材１０は、ＰＯＰ情報
が表示される領域を設けた表面と、配送先等の情報が表
示される領域を設けた裏面とを有する一枚の基材に、展
示台Ｄ１を組み立てるときに折れ曲がる折り曲げ予定線
Ｌ１～Ｌ７を備え、その基材を折り曲げ予定線Ｌ１～Ｌ
７で配送先等の情報が表示される領域が外側になるよう
に折り曲げることで平坦な形状になる展示台用基材であ
る。
【選択図】　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の情報が表示される第１情報表示領域を設けた表面と、第２の情報が表示される第
２情報表示領域を設けた裏面とを有する一枚の基材は、展示台を組み立てるときに折れ曲
がる折り曲げ予定線を備え、
　前記基材を前記折り曲げ予定線で前記第２情報表示領域が外側になるように折り曲げる
ことで平坦な形状になることを特徴とする展示台用基材。
【請求項２】
　前記第１の情報は、前記展示台に載置する商品の販売を促進するための情報であるＰＯ
Ｐ情報であり、
　前記第２の情報は、前記展示台に載置する商品を識別するための情報及び前記展示台用
基材を配送するための情報の少なくとも一方であることを特徴とする請求項１に記載の展
示台用基材。
【請求項３】
　前記基材は、
　矩形の商品載置部と、
　前記商品載置部の予め特定した辺に沿った方向である第１の方向に、前記商品載置部を
挟んで前記商品載置部の辺にそれぞれ接続する一対の第１フラップ部と、
　前記第１の方向と交差する方向である第２の方向に位置する前記商品載置部の辺に接続
する情報表示部と、
　前記第１の方向にある前記情報表示部の辺に接続するスタンド部と、
　前記商品載置部と前記第１フラップ部、前記商品載置部と前記情報表示部、前記情報表
示部と前記スタンド部の各接続部分に形成した前記折り曲げ予定線と、を備え、
　前記基材を前記折り曲げ予定線で、前記第１フラップ部、前記情報表示部、前記スタン
ド部が前記商品載置部の厚さ方向に前記商品載置部とそれぞれ重なり合うように折り曲げ
ることで平坦な形状になることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の展示台用基材
。
【請求項４】
　前記第１フラップ部同士は、前記基材を前記折り曲げ予定線で平坦な形状になるように
折り曲げた場合に前記第２情報表示領域の反対側で重なり合い、
　前記第１フラップ部の一方に、前記第２の方向に延び、前記第１フラップ部から前記第
１フラップ部の一部を切り離す第１開封部を備えたことを特徴とする請求項３に記載の展
示台用基材。
【請求項５】
　前記第１フラップ部の一方に、前記基材を前記折り曲げ予定線で平坦な形状になるよう
に折り曲げた場合に前記商品載置部の中央部分と重なる前記第１開封部を備えたことを特
徴とする請求項４に記載の展示台用基材。
【請求項６】
　前記第１開封部を備えた前記第１フラップ部の前記表面であって、前記第１開封部より
も前記商品載置部から離れた位置に、前記第１フラップ部同士を固定する第１接着部を備
えたことを特徴とする請求項４又は請求項５に記載の展示台用基材。
【請求項７】
　前記第２の方向にある前記情報表示部の辺に接続する第２フラップ部を更に備え、
　前記第２フラップ部と前記商品載置部とは、前記基材を前記折り曲げ予定線で平坦な形
状になるように折り曲げた場合に前記第２情報表示領域側で重なり合い、
　前記第２フラップ部に、前記第１の方向に延び、前記第２フラップ部から前記第２フラ
ップ部の一部を切り離す第２開封部を備えたことを特徴とする請求項３に記載の展示台用
基材。
【請求項８】
　前記第２フラップ部の前記表面であって、前記第２開封部よりも前記情報表示部から離



(3) JP 2016-171902 A 2016.9.29

10

20

30

40

50

れた位置に、前記第２フラップ部と前記商品載置部とを固定する第２接着部を備えたこと
を特徴とする請求項７に記載の展示台用基材。
【請求項９】
　前記情報表示部の前記表面に、前記第１情報表示領域を備え、
　前記商品載置部の前記裏面に、前記第２情報表示領域を備えたことを特徴とする請求項
３から請求項８のいずれか１項に記載の展示台用基材。
【請求項１０】
　前記スタンド部は、前記展示台を組み立てるときに前記情報表示部を前記商品載置部に
対して起立させる突起部を備え、
　前記商品載置部と前記第１フラップ部との間に、前記折り曲げ予定線と重なるように、
前記突起部の差し込みが可能な差し込み部を備えたことを特徴とする請求項３から請求項
９のいずれか１項に記載の展示台用基材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、展示台用基材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　商品を広告する際に使用する展示台には、１枚の展示台用基材を折り曲げて作成するも
のがある。この１枚の展示台用基材を折り曲げて展示台を作成する技術としては、例えば
、特許文献１に記載されたものがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実公昭６２－３９４２０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　１枚の展示台用基材を折り曲げて作成する展示台の多くは、複数の部品を組み合わせて
作成する展示台に比べて、その組み立てが容易である。このため、その展示台用基材を商
品の展示場所に配送し、作業者がその場で展示台を組み立てることがある。
　このような状況において、前述の展示台用基材を商品の展示場所に配送する際に、展示
台用基材を折り畳んでコンパクトなサイズにすることで、配送コストの低減を図ることが
ある。
【０００５】
　しかしながら、配送に適した形状、つまり展示台用基材をコンパクトなサイズに折り畳
んだ形状にすると、その折り畳みによって折り曲げ線の数が増加し、展示台の組み立てが
容易でなくなることがある。また、その折り曲げ線によって、展示台のデザイン性が低下
することもある。
　一方、展示台用基材を折り畳むことなく配送した場合や、展示台用基材の折り畳み回数
を少なくして配送した場合には、展示台の組み立ての容易さを維持しつつ、そのデザイン
性の低下を防止することができるが、配送コストが高騰することがある。
　そこで、本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであって、配送コストを低減
することができ、且つ組み立てが容易な展示台用基材を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る一態様は、第１の情報が表示される第１情報表示領域を設けた表面と、第
２の情報が表示される第２情報表示領域を設けた裏面とを有する一枚の基材は、展示台を
組み立てるときに折れ曲がる折り曲げ予定線を備え、前記基材を前記折り曲げ予定線で前
記第２情報表示領域が外側になるように折り曲げることで平坦な形状になることを特徴と
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する展示台用基材である。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の一態様に係る展示台用基材であれば、第１情報表示領域を設けた表面と、第２
情報表示領域を設けた裏面とを有する一枚の基材を、折り曲げ予定線で、前記基材を前記
折り曲げ予定線で前記第２情報表示領域が外側になるように折り曲げることで平坦な形状
にすることができる。
　このため、当該展示台用基材であれば、展示台用基材が平坦な形状でない場合と比較し
て、配送に適したコンパクトなサイズにすることができる。したがって、配送コストの低
減を図ることができる。
　また、当該展示台用基材であれば、展示台用基材を折り曲げ予定線で折り曲げることで
展示台を組み立てることができる。このため、当該展示台用基材であれば、展示台の組み
立ての容易さを維持することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】第１実施形態に係る展示台用基材の構造を模式的に示した展開図（表面）である
。
【図２】第１実施形態に係る展示台用基材の構造を模式的に示した展開図（裏面）である
。
【図３】第１実施形態に係る展示台用基材の折り畳み手順を示した斜視図である。
【図４】第１実施形態に係る展示台用基材の折り畳み手順を示した斜視図である。
【図５】第１実施形態に係る展示台用基材の折り畳み手順を示した斜視図である。
【図６】第１実施形態に係る展示台用基材の折り畳み手順を示した斜視図である。
【図７】第１実施形態に係る展示台用基材の折り畳み手順を示した斜視図である。
【図８】第１実施形態に係る展示台用基材の折り畳み手順を示した斜視図である。
【図９】第１実施形態に係る展示台用基材の折り畳み手順を示した斜視図である。
【図１０】第１実施形態に係る展示台用基材を折り畳んだ状態の形状を模式的に示した斜
視図である。
【図１１】第１実施形態に係る展示台用基材の組み立て手順を示した斜視図である。
【図１２】第１実施形態に係る展示台用基材の組み立て手順を示した斜視図である。
【図１３】第１実施形態に係る展示台用基材の組み立て手順を示した斜視図である。
【図１４】第１実施形態に係る展示台用基材の組み立て手順を示した斜視図である。
【図１５】第１実施形態に係る展示台用基材の組み立て手順を示した斜視図である。
【図１６】第１実施形態に係る展示台用基材の組み立て手順を示した斜視図である。
【図１７】第１実施形態に係る展示台の使用方法を示した斜視図である。
【図１８】第１実施形態に係る展示台の使用状態を示した斜視図である。
【図１９】第２実施形態に係る展示台用基材の構造を模式的に示した展開図（表面）であ
る。
【図２０】第２実施形態に係る展示台用基材の構造を模式的に示した展開図（裏面）であ
る。
【図２１】第２実施形態に係る展示台用基材の折り畳み手順を示した斜視図である。
【図２２】第２実施形態に係る展示台用基材の折り畳み手順を示した斜視図である。
【図２３】第２実施形態に係る展示台用基材の折り畳み手順を示した斜視図である。
【図２４】第２実施形態に係る展示台用基材の折り畳み手順を示した斜視図である。
【図２５】第２実施形態に係る展示台用基材の折り畳み手順を示した斜視図である。
【図２６】第２実施形態に係る展示台用基材の折り畳み手順を示した斜視図である。
【図２７】第２実施形態に係る展示台用基材を折り畳んだ状態の形状を模式的に示した斜
視図である。
【図２８】変形例に係るＰＯＰ表示付属品の構造を模式的に示した展開図である。
【図２９】変形例に係るＰＯＰ表示付属品を折り畳んだ状態の形状を模式的に示した斜視
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図である。
【図３０】変形例に係るＰＯＰ表示付属品を備えた展示台用基材の折り畳み手順の一部を
示した斜視図である。
【図３１】変形例に係る展示台用基材の組み立て手順を示した斜視図である。
【図３２】変形例に係る展示台用基材の組み立て手順を示した斜視図である。
【図３３】変形例に係る展示台用基材の組み立て手順を示した斜視図である。
【図３４】変形例に係る展示台用基材の組み立て手順を示した斜視図である。
【図３５】変形例に係る展示台の使用方法を示した斜視図である。
【図３６】変形例に係る展示台の使用状態を示した斜視図である。
【図３７】その他の変形例に係る展示台の形状を示した斜視図である。
【図３８】その他の変形例に係る展示台用基材の組み立て手順の一部を示した斜視図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
＜第１実施形態＞
　以下、本発明の第１実施形態に係る展示台用基材の構造と、その展示台用基材の折り畳
み及び組み立ての手順とを、図１から図１８を参照しつつ説明する。なお、各図面におい
て、同一の材料で形成され同一の機能を有する部分には同一の符号を付している。
【００１０】
（展示台用基材１０の構造）
　図１は、本発明の第１実施形態に係る展示台用基材を模式的に示した展開図（表面）で
ある。また、図２は、本発明の第１実施形態に係る展示台用基材を模式的に示した展開図
（裏面）である。図１及び図２に示すように、本発明の第１実施形態に係る展示台用基材
１０は、一枚の平板形状をした基材で形成されており、商品載置部１と、第１フラップ部
２Ｒ、２Ｌ、第１開封部２ａ、第１接着部２ｂ、第１背面部３、第２背面部４、スタンド
部５Ｒ、５Ｌ、突起部６Ｒ、６Ｌ、第２フラップ部７、折り曲げ予定線Ｌ１～Ｌ７、差し
込み部９Ｒ、９Ｌとを、備えている。
【００１１】
　展示台用基材１０の全体は、例えば、剛性を備えた厚紙で形成されている。また、展示
台用基材１０の表面には、展示台のデザイン性や商品の宣伝効果を高めるために、例えば
、光沢加工や艶消し加工が施されている。このような展示台用基材１０の具体例として、
印刷適性があり、且つ適度な剛性を備えた紙材であるコート紙やアート紙等が挙げられる
。一方、展示台Ｄ１を組み立てる際に展示台Ｄ１の内側に折り込まれる展示台用基材１０
の裏面には、前述の光沢加工や艶消し加工が施されていなくてもよい。
　以下、展示台用基材１０を構成する各部の詳細について説明する。
【００１２】
・商品載置部１
　図１に示すように、展示台用基材１０は、商品載置部１を備えている。この商品載置部
１は、展示台用基材１０を折り曲げて展示台Ｄ１を形成した場合に、展示する商品Ｓを載
置する部分となる。
　商品載置部１の形状は、長方形である。商品載置部１の辺１ａ、１ｂは、図１中のＸ軸
方向に沿って延びており、商品載置部１の辺１ｃ、１ｄは、図１中のＹ軸方向に沿って延
びている。商品載置部１のＹ軸方向の長さは、そのＸ軸方向の長さよりも長い。
【００１３】
　商品載置部１の裏面は、展示台Ｄ１に載置する商品Ｓを識別するための情報及び展示台
用基材１０を配送するための情報の少なくとも一方が表示される領域を備えている。より
詳しくは、商品載置部１の裏面は、図２に示すように、例えば、配送先、店名、売場名、
担当者名、商品の製品名、商品の型番等の情報を記載する領域を備えている。なお、上記
情報を商品載置部１の裏面に直接印刷してもよいし、上記情報をタグや伝票に印刷し、そ
れを商品載置部１の裏面に貼り付けてもよい。また、前述の情報が、本願の「第２の情報
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」に相当するものである。また、前述の情報を表示させる領域が、本願の「第２情報表示
領域」に相当するものである。
【００１４】
・第１フラップ部２Ｒ、２Ｌ
　図１中のＸ軸方向には、商品載置部１の辺１ｃ、１ｄにそれぞれ折り曲げ可能に接続す
る一対の第１フラップ部２Ｒ、２Ｌが配置されている。より詳しくは、商品載置部１の図
面右側には第１フラップ部２Ｒが接続されており、商品載置部１の図面左側には第１フラ
ップ部２Ｌが接続されている。この第１フラップ部２Ｒ、２Ｌは、展示台用基材１０を折
り曲げて展示台Ｄ１を作成した場合に、商品載置部１の裏面と重なり、商品載置部１の強
度（剛性）を高めるものである。また、第１フラップ部２Ｒ、２Ｌは、展示台用基材１０
を配送に適した形状に折り畳んだ状態では、商品載置部１の配送先等が記載された配送先
等表示面側とは反対側で重なり合っている（図１０参照）。こうすることで、展示台用基
材１０を配送に適した平坦形状にすることができる。
　第１フラップ部２Ｒ、２Ｌの形状は、それぞれ長方形である。第１フラップ部２Ｒ、２
Ｌの図１中におけるＸ軸方向の長さはそれぞれ、商品載置部１のＸ軸方向の長さの１／２
以上である。また、第１フラップ部２Ｒ、２Ｌの図１中におけるＹ軸方向の長さはそれぞ
れ、商品載置部１のＹ軸方向の長さと同じである。
【００１５】
・第１開封部２ａ
　第１フラップ部２Ｌは、図１中のＹ軸方向に延び、第１フラップ部２Ｌから第１フラッ
プ部２Ｌの一部を切り離す第１開封部２ａを備えている。この第１開封部２ａは、展示台
用基材１０を折り畳んで第１フラップ部２Ｒと第１フラップ部２Ｌとを重ね合わせた状態
では、商品載置部１の中央部分と重なり合うように配置される（図１０参照）。この第１
開封部２ａは、配送するために折り畳んだ状態の展示台用基材Ｐ１を開封するためのもの
である。
　第１開封部２ａは、図１中のＹ軸方向に延びる一対のミシン目を備えたものであって、
一般に、「ジッパー」と呼ばれるものである。つまり、第１フラップ部２Ｌには、図１中
のＹ軸方向に向かって、ジッパー加工が施されている。
【００１６】
・第１接着部２ｂ
　第１開封部２ａを備えた第１フラップ部２Ｌは、その表面であって、第１開封部２ａよ
りも商品載置部１から離れた位置に、図１中のＹ軸方向に延びる第１接着部２ｂを備えて
いる。この第１接着部２ｂは、第１フラップ部２Ｌの表面と第１フラップ部２Ｒの裏面と
を固定して、配送するために折り畳んだ展示台用基材１０の平坦形状を維持するためのも
のである。
　なお、第１接着部２ｂに用いられる接着剤としては、例えば、汎用の粘着テープが挙げ
られる。
【００１７】
・第１背面部３
　図１中のＹ軸方向には、商品載置部１の辺１ａに折り曲げ可能に接続する第１背面部３
が配置されている。換言すると、商品載置部１の図面上側には第１背面部３が接続されて
いる。この第１背面部３は、展示台用基材１０を折り曲げて展示台Ｄ１を作成した場合に
、商品載置部１に対して起立し商品載置部１に載置した商品ＳのＰＯＰ情報を表示するも
のである。このように第１背面部３を商品載置部１に対して起立させることで、広告効果
を向上させることができる。
　なお、前述の「ＰＯＰ情報」とは、商品載置部１に載置する商品Ｓの販売を促進するた
めの情報（ＰＯＰ：Ｐｏｉｎｔ　ｏｆ　ｐｕｒｃｈａｓｅ　ａｄｖｅｒｔｉｓｉｎｇ）等
を意味し、例えば、商品の名称や特徴、キャッチコピー等の情報である。
【００１８】
　第１背面部３の形状は、長方形である。第１背面部３の辺３ａ、３ｂは、図１中のＸ軸
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方向に沿って延びており、第１背面部３の辺３ｃ、３ｄは、図１中のＹ軸方向に沿って延
びている。第１背面部３のＹ軸方向の長さは、そのＸ軸方向の長さよりも短く、また、商
品載置部１のＹ軸方向の長さの１／２程度である。また、第１背面部３のＸ軸方向の長さ
は、商品載置部１のＸ軸方向の長さと同じである。
【００１９】
　なお、第１実施形態では、第１背面部３に、ＰＯＰ情報を直接印刷してもよいし、ＰＯ
Ｐ情報を記載した他の部材を固定してもよい。ＰＯＰ情報を記載した他の部材を用いた場
合には、ＰＯＰ情報の表示領域を広げることが可能となり、広告効果をより向上させるこ
とができる。なお、前述のＰＯＰ情報が、本願の「第１の情報」に相当するものである。
また、前述の情報を表示させる領域が、本願の「第１情報表示領域」に相当するものであ
る。
【００２０】
・第２背面部４
　図１中のＹ軸方向には、第１背面部３の辺３ａに折り曲げ可能に接続する第２背面部４
が配置されている。換言すると、第１背面部３の図面上側には第２背面部４が接続されて
いる。この第２背面部４は、展示台用基材１０を折り曲げて展示台Ｄ１を作成した場合に
、第１背面部３の裏面と重なり、第１背面部３の強度（剛性）を高めるとともに、第１背
面部３の起立状態を維持するものである。
【００２１】
　第２背面部４の形状は、長方形である。第２背面部４の辺４ａ、４ｂは、図１中のＸ軸
方向に沿って延びており、第２背面部４の辺４ｃ、４ｄは、図１中のＹ軸方向に沿って延
びている。第２背面部４のＹ軸方向の長さは、そのＸ軸方向の長さよりも短く、また、第
１背面部３のＹ軸方向の長さと略同じである。また、第２背面部４のＸ軸方向の長さは、
第１背面部３のＸ軸方向の長さと同じである。つまり、第２背面部４と第１背面部３とは
、略同じ形状である。このため、第２背面部４を、後述する折り曲げ予定線Ｌ３で折り曲
げると、第２背面部４と第１背面部３とは互いに重なり合う。
　なお、第１背面部３と第２背面部４とからなる部分が、本願の「情報表示部」に相当す
るものであり、その形状は商品載置部１の形状と略同じである。
【００２２】
・スタンド部５Ｒ、５Ｌ
　図１中のＸ軸方向には、第２背面部４の辺４ｄ、４ｄにそれぞれ折り曲げ可能に接続す
る一対のスタンド部５Ｒ、５Ｌが配置されている。より詳しくは、第２背面部４の図面右
側にはスタンド部５Ｒが接続されており、第２背面部４の図面左側にはスタンド部５Ｌが
接続されている。このスタンド部５Ｒ、５Ｌは、展示台用基材１０を折り曲げて展示台Ｄ
１を作成した場合に、商品載置部１に対する第１背面部３及び第２背面部４の起立状態を
維持するものである。
【００２３】
　スタンド部５Ｒは、第２背面部４の辺４ｃに折り曲げ可能に接続する外側スタンド部５
Ｒａと、外側スタンド部５Ｒａに折り曲げ可能に接続する内側スタンド部５Ｒｂとを備え
ている。このスタンド部５Ｒと同様に、スタンド部５Ｌは、第２背面部４の辺４ｄに折り
曲げ可能に接続する外側スタンド部５Ｌａと、外側スタンド部５Ｌａに折り曲げ可能に接
続する内側スタンド部５Ｌｂとを備えている。
【００２４】
　外側スタンド部５Ｒａ、５Ｌａの形状は、それぞれ直角三角形である。外側スタンド部
５Ｒａ、５Ｌａの図１中のＸ軸方向の長さは、もっとも長い部分でも第２背面部４のＸ軸
方向の長さよりも短い。また、外側スタンド部５Ｒａ、５Ｌａの図１中のＹ軸方向の長さ
は、第２背面部４のＹ軸方向の長さと同じである。
　内側スタンド部５Ｒｂ、５Ｌｂの形状は、それぞれ直角三角形であり、外側スタンド部
５Ｒａ、５Ｌａの形状と略同じ形状である。内側スタンド部５Ｒｂ、５Ｌｂと外側スタン
ド部５Ｒａ、５Ｌａとは、互いに斜辺を重ねるようにして、折り曲げ可能に接続している
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【００２５】
・突起部６Ｒ、６Ｌ
　内側スタンド部５Ｒｂ、５Ｌｂは、内側スタンド部５Ｒｂ、５Ｌｂの一辺に折り曲げ可
能に接続する突起部６Ｒ、６Ｌをそれぞれ備えている。この突起部６Ｒ、６Ｌは、展示台
用基材１０を折り曲げて展示台Ｄ１を作成した場合に、商品載置部１に対する第１背面部
３及び第２背面部４の起立状態を維持するものである。
【００２６】
・第２フラップ部７
　図１中のＹ軸方向には、第２背面部４の辺に折り曲げ可能に接続する第２フラップ部７
が配置されている。換言すると、第２背面部４の図面上側には第２フラップ部７が接続さ
れている。この第２フラップ部７は、展示台用基材１０を折り畳んで配送する際に、第２
背面部４の表面の一部を保護するものである。
　第２フラップ部７の形状は、長方形である。第２フラップ部７の図１中のＸ軸方向の長
さは、第２背面部４のＸ軸方向の長さと同じである。また、第２フラップ部７の図１中の
Ｙ軸方向の長さは、第２背面部４のＹ軸方向の長さよりも短い。
【００２７】
・折り曲げ予定線Ｌ１～Ｌ７
　前述した各部同士は、それぞれ折り曲げ可能な折り曲げ予定線Ｌ１～Ｌ７で接続されて
いる。より詳しくは、商品載置部１と第１フラップ部２Ｒ、２Ｌとは、折り曲げ予定線Ｌ
１Ｒ、Ｌ１Ｌでそれぞれ折り曲げ可能に接続されている。また、商品載置部１と第１背面
部３とは、折り曲げ予定線Ｌ２で折り曲げ可能に接続されている。また、第１背面部３と
第２背面部４とは、折り曲げ予定線Ｌ３で折り曲げ可能に接続されている。また、第２背
面部４と第２フラップ部７とは、折り曲げ予定線Ｌ４で折り曲げ可能に接続されている。
また、第２背面部４とスタンド部５Ｒ、５Ｌとは、折り曲げ予定線Ｌ５Ｒ、Ｌ５Ｌでそれ
ぞれ折り曲げ可能に接続されている。また、外側スタンド部５Ｒａ、５Ｌａと内側スタン
ド部５Ｒｂ、５Ｌｂとは、折り曲げ予定線Ｌ６Ｒ、Ｌ６Ｌでそれぞれ折り曲げ可能に接続
されている。また、内側スタンド部５Ｒｂ、５Ｌｂと突起部６Ｒ、６Ｌとは、折り曲げ予
定線Ｌ７Ｒ、Ｌ７Ｌでそれぞれ折り曲げ可能に接続されている。
【００２８】
・差し込み部９Ｒ、９Ｌ
　折り曲げ予定線Ｌ１Ｒ、Ｌ１Ｌ上には、突起部６Ｒ、６Ｌを差し込むための差し込み部
９Ｒ、９Ｌが形成されている。この差し込み部９Ｒ、９Ｌは、展示台用基材１０を折り曲
げて展示台Ｄ１を作成した場合に、商品載置部１に対する第１背面部３及び第２背面部４
の起立状態を維持するものである。このように、第１実施形態では、差し込み部９Ｒ、９
Ｌと突起部６Ｒ、６Ｌとで係止部が形成されている。
　なお、差し込み部９Ｒ、９Ｌは、突起部６Ｒ、６Ｌを差し込むことが可能であれば、そ
の形状は問わない。
【００２９】
（展示台用基材１０の折り畳みの手順）
　図３から図９は、第１実施形態に係る展示台用基材の折り畳み手順を示した斜視図であ
る。また、図１０は、第１実施形態に係る展示台用基材を折り畳んだ状態の形状を模式的
に示した斜視図である。以下、図３から図１０を参照しつつ、展示台用基材１０の折り畳
みの手順、展示台Ｄ１の使用方法及び使用状態を説明する。
【００３０】
　まず、図３に示すように、内側スタンド部５Ｒｂ、５Ｌｂを折り曲げ予定線Ｌ６Ｒ、Ｌ
６Ｌでそれぞれ折り曲げて、内側スタンド部５Ｒｂ、５Ｌｂの裏面と外側スタンド部５Ｒ
ａ、５Ｌａの裏面とをそれぞれ重ね合わせる。その際、例えば、内側スタンド部５Ｒｂ、
５Ｌｂの裏面と外側スタンド部５Ｒａ、５Ｌａの裏面の少なくとも一方に接着剤を塗布し
、内側スタンド部５Ｒｂ、５Ｌｂと外側スタンド部５Ｒａ、５Ｌａとをそれぞれ固定する
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【００３１】
　次に、図４に示すように、内側スタンド部５Ｒｂ、５Ｌｂと外側スタンド部５Ｒａ、５
Ｌａとが固定されたスタンド部５Ｒ、５Ｌを折り曲げ予定線Ｌ５Ｒ、Ｌ５Ｌでそれぞれ折
り曲げて、外側スタンド部５Ｒａ、５Ｌａの表面と第２背面部４の表面とをそれぞれ重ね
合わせる。
　次に、図５に示すように、突起部６Ｒ、６Ｌを折り曲げ予定線Ｌ７Ｒ、Ｌ７Ｌでそれぞ
れ折り曲げて、突起部６Ｒ、６Ｌの表面と内側スタンド部５Ｒｂ、５Ｌｂの表面とをそれ
ぞれ重ね合わせる。
【００３２】
　次に、図６に示すように、第２フラップ部７を折り曲げ予定線Ｌ４で折り曲げて、第２
フラップ部７の表面と、内側スタンド部５Ｒｂ、５Ｌｂ及び第２背面部４の表面とを重ね
合わせる。
　次に、図７に示すように、第１背面部３を折り曲げ予定線Ｌ２で折り曲げて、第１背面
部３及び第２背面部４の表面と商品載置部１の表面とを重ね合わせる。
　次に、図８に示すように、第１フラップ部２Ｒを折り曲げ予定線Ｌ１Ｒで折り曲げて、
第１フラップ部２Ｒの表面と、第１背面部３及び第２背面部４の裏面とを重ね合わせる。
【００３３】
　最後に、図９に示すように、第１フラップ部２Ｌを折り曲げ予定線Ｌ１Ｌで折り曲げて
、第１フラップ部２Ｌの表面と、第１フラップ部２Ｒ、第１背面部３及び第２背面部４の
裏面とを重ね合わせる。この重ね合わせの際、第１接着部２ｂで、第１フラップ部２Ｌの
表面と第１フラップ部２Ｒの裏面とを固定する。つまり、展示台用基材１０を折り曲げ予
定線Ｌ１～Ｌ７で折り畳んだ状態では、第１フラップ部２Ｒと第１フラップ部２Ｌとが、
商品載置部１の配送先等表示面とは反対側で重なり合う。
【００３４】
　このように折り畳んで、第１実施形態に係る展示台用基材１０を配送に適した形状とす
る。換言すると、展示台用基材１０を折り曲げ予定線Ｌ１～Ｌ７で折り畳むと、第１フラ
ップ部２Ｒ、２Ｌ、第１背面部３、第２背面部４、スタンド部５Ｒ、５Ｌのそれぞれは商
品載置部１と重なり合い、展示台用基材１０を配送に適した形状である矩形にすることが
できる。
【００３５】
　ここで、図１０は、第１実施形態に係る展示台用基材１０を折り畳んだ状態の形状を模
式的に示した斜視図であって、図１０（ａ）は、配送に適した形状にした展示台用基材Ｐ
１の表側を示し、図１０（ｂ）は、配送に適した形状にした展示台用基材Ｐ１の裏側を示
す。図１０に示すように、配送に適した形状にした展示台用基材Ｐ１の表側には、店名、
住所、売場名、担当者名、商品の製品名、商品の型番等の情報が表示される。また、展示
台用基材Ｐ１の裏側の中央部分には、第１開封部２ａが配置されている。
【００３６】
（展示台用基材１０の組み立ての手順）
　図１１から図１６は、第１実施形態に係る展示台用基材の組み立て手順を示した斜視図
である。また、図１７は、第１実施形態に係る展示台の使用方法を示した斜視図である。
また、図１８は、第１実施形態に係る展示台の使用状態を示した斜視図である。以下、図
１１から図１８を参照しつつ、展示台用基材１０の組み立ての手順を説明する。
　まず、図１１に示すように、配送に適した形状にした展示台用基材Ｐ１の裏側の中央部
分に配置された第１開封部２ａを、そのミシン目に沿って開封する。
　次に、図１２に示すように、開封した展示台用基材１０を、第１フラップ部２Ｌ、第１
フラップ部２Ｒ、第１背面部３及び第２背面部４、第２フラップ部７、突起部６Ｒ、６Ｌ
、スタンド部５Ｒ、５Ｌの順に展開する。
【００３７】
　次に、第１背面部３及び第２背面部４を折り曲げ予定線Ｌ２で折り曲げて、商品載置部
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１に対して起立させる（図示せず）。その後、図１３に示すように、第２背面部４を折り
曲げ予定線Ｌ３で折り曲げて、第２背面部４の裏面と第１背面部３の裏面とを重ね合わせ
る。
　次に、図１４に示すように、第２フラップ部７を折り曲げ予定線Ｌ４で第２背面部４の
表面側に向けて折り曲げるとともに、突起部６Ｒ、６Ｌを折り曲げ予定線Ｌ７Ｒ、Ｌ７Ｌ

で内側スタンド部５Ｒｂ、５Ｌｂ側に向けてそれぞれ折り曲げる。
【００３８】
　次に、図１５に示すように、スタンド部５Ｒ、５Ｌを折り曲げ予定線Ｌ５Ｒ、Ｌ５Ｌで
第１背面部３側に向けてそれぞれ折り曲げるとともに、突起部６Ｒ、６Ｌを差し込み部９
Ｒ、９Ｌにそれぞれ差し込む。こうして、第１背面部３及び第２背面部４の起立状態を維
持する。
　次に、図１６に示すように、第１フラップ部２Ｒ、２Ｌを折り曲げ予定線Ｌ１Ｒ、Ｌ１

Ｌでそれぞれ折り曲げ、第１フラップ部２Ｒ、２Ｌの裏面と、商品載置部１の裏面とをそ
れぞれ重ね合わせる。この際、第１フラップ部２Ｒと第１フラップ部２Ｌとの重なり合う
部分（例えば、端部同士）に接着剤を塗布して、第１フラップ部２Ｒと第１フラップ部２
Ｌとを固定する。
【００３９】
　このように組み立てることで、第１実施形態に係る展示台Ｄ１を作成する。図１６は、
上述の手順を経て組み立てた展示台Ｄ１の外観を示す斜視図である。
　最後に、図１７に示すように、展示台Ｄ１の商品載置部１に商品Ｓを載置する。こうし
て、図１８に示すように、第１実施形態に係る展示台Ｄ１を用いた商品Ｓの展示が完了す
る。
【００４０】
＜第２実施形態＞
　以下、本発明の第２実施形態に係る展示台用基材の構造と、展示台用基材の折り畳みの
手順を、図１９から図２７を参照しつつ説明する。なお、各図面において、同一の材料で
形成され同一の機能を有する部分には同一の符号を付している。
【００４１】
（展示台用基材２０の構造）
　図１９は、第２実施形態に係る展示台用基材の構造を模式的に示した展開図（表面）で
ある。また、図２０は、第２実施形態に係る展示台用基材の構造を模式的に示した展開図
（裏面）である。図１９に示すように、本発明の第２実施形態に係る展示台用基材２０は
、一枚の平板形状をした基材で形成されており、商品載置部１と、第１フラップ部２Ｒ、
２Ｌ、第１背面部３、第２背面部４、スタンド部５Ｒ、５Ｌ、突起部６Ｒ、６Ｌ、第２フ
ラップ部７、第２開封部７ａ、第２接着部７ｂ、折り曲げ予定線Ｌ１～Ｌ７、差し込み部
９Ｒ、９Ｌとを、備えている。このように、第２実施形態と第１実施形態とでは、その構
造は略同じである。しかしながら、第２実施形態と第１実施形態とでは、開封部及び接着
部の位置が互いに異なっている。より詳しくは、第２実施形態では、開封部及び接着部が
第２フラップ部７に設けられているのに対し、第１実施形態では、開封部及び接着部が第
１フラップ部２Ｌに設けられている。
　そこで、第２実施形態では、第１実施形態とは異なる部分である第２開封部７ａ及び第
２接着部７ｂについて主に説明し、その他の部分は第１実施形態と略同じであるため、そ
の説明を省略する。
【００４２】
・第２開封部７ａ
　第２フラップ部７は、図１９中のＸ軸方向に延び、第２フラップ部７から第２フラップ
部７の一部を切り離す第２開封部７ａを備えている。この第２開封部７ａは、配送するた
めに折り畳んだ状態の展示台用基材Ｐ２を開封するためのものである。
　第２開封部７ａは、図１９中のＸ軸方向に延びる一対のミシン目を備えたものであって
、第１実施形態に係る第１開封部２ａと同様に、一般に、「ジッパー」と呼ばれるもので
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ある。つまり、第２フラップ部７には、図１９中のＸ軸方向に向かって、ジッパー加工が
施されている。
【００４３】
・第２接着部７ｂ
　第２開封部７ａを備えた第２フラップ部７は、その表面であって、第２開封部７ａより
も第２背面部４から離れた位置に、図１９中のＸ軸方向に延びる第２接着部７ｂを備えて
いる。この第２接着部７ｂは、第２フラップ部７の表面と商品載置部１の裏面とを固定し
て、配送するために折り畳んだ展示台用基材２０の平坦形状を維持するためのものである
。
　なお、第２接着部７ｂに用いられる接着剤としては、第１実施形態に係る第１接着部２
ｂと同様に、例えば、汎用の粘着テープが挙げられる。
【００４４】
（展示台用基材２０の折り畳みの手順）
　図２１から図２６は、本発明の第２実施形態に係る展示台用基材の折り畳みの手順を模
式的に示した図である。また、図２７は、第２実施形態に係る展示台用基材を折り畳んだ
状態の形状を模式的に示した斜視図である。以下、図２１から図２７を参照しつつ、展示
台用基材２０の折り畳みの手順を説明する。
【００４５】
　まず、図２１に示すように、内側スタンド部５Ｒｂ、５Ｌｂを折り曲げ予定線Ｌ６Ｒ、
Ｌ６Ｌでそれぞれ折り曲げて、内側スタンド部５Ｒｂ、５Ｌｂの裏面と外側スタンド部５
Ｒａ、５Ｌａの裏面とをそれぞれ重ね合わせる。その際、例えば、内側スタンド部５Ｒｂ
、５Ｌｂの裏面と外側スタンド部５Ｒａ、５Ｌａの裏面の少なくとも一方に接着剤を塗布
し、内側スタンド部５Ｒｂ、５Ｌｂと外側スタンド部５Ｒａ、５Ｌａとをそれぞれ固定す
る。
　次に、図２２に示すように、外側スタンド部５Ｒａ、５Ｌａと内側スタンド部５Ｒｂ、
５Ｌｂとが固定されたスタンド部５Ｒ、５Ｌを折り曲げ予定線Ｌ５Ｒ、Ｌ５Ｌでそれぞれ
折り曲げて、外側スタンド部５Ｒａ、５Ｌａの表面と第２背面部４の表面とを重ね合わせ
る。
【００４６】
　次に、図２３に示すように、突起部６Ｒ、６Ｌを折り曲げ予定線Ｌ７Ｒ、Ｌ７Ｌでそれ
ぞれ折り曲げて、突起部６Ｒ、６Ｌの表面と内側スタンド部５Ｒｂ、５Ｌｂの表面とをそ
れぞれ重ね合わせる。
　次に、図２４に示すように、第１フラップ部２Ｒ、２Ｌを折り曲げ予定線Ｌ１Ｒ、Ｌ１

Ｌでそれぞれ折り曲げて、第１フラップ部２Ｒ、２Ｌの表面と、商品載置部１の表面とを
それぞれ重ね合わせる。
　次に、図２５に示すように、第１背面部３を折り曲げ予定線Ｌ２で折り曲げて、第１背
面部３及び第２背面部４の表面と、第１フラップ部２Ｒ、２Ｌの裏面とを重ね合わせる。
【００４７】
　次に、図２６に示すように、第２フラップ部７を折り曲げ予定線Ｌ４で折り曲げて、第
２フラップ部７の表面と、商品載置部１の裏面とを重ね合わせる。この重ね合わせの際、
第２接着部７ｂで、第２フラップ部７の表面と商品載置部１の裏面とを固定する。
　このように折り畳んで、第２実施形態に係る展示台用基材２０を配送に適した形状にす
る。
　ここで、図２７は、第２実施形態に係る展示台用基材を折り畳んだ状態の形状を模式的
に示した斜視図である。図２７（ａ）は、配送に適した形状にした展示台用基材Ｐ２の表
側を示し、図２７（ｂ）は、配送に適した形状にした展示台用基材Ｐ２の裏側を示す。
　図２７に示すように、配送に適した形状にした展示台用基材Ｐ２の表側には、店名、住
所、売場名、担当者名、商品の製品名、商品の型番等の情報が表示される。また、展示台
用基材Ｐ２の裏側の中央部分には、第１背面部３と第２背面部４との間に位置する折り曲
げ予定線Ｌ３が配置されている。
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【００４８】
（展示台用基材２０の組み立ての手順）
　まず、配送に適した形状にした展示台用基材Ｐ２の表側端部に配置された第２開封部７
ａを、そのミシン目に沿って開封する。
　次に、開封した展示台用基材２０を、第２フラップ部７、第１背面部３及び第２背面部
４、第１フラップ部２Ｒ、２Ｌ、突起部６Ｒ、６Ｌ、スタンド部５Ｒ、５Ｌの順に展開す
る。その後、展開した展示台用基材２０を、第１実施形態で説明した手順と同じ手順で組
み立てる（図１２から図１６参照）。
　こうして、第１実施形態に係る展示台Ｄ１と実質的に同じ構造をした、第２実施形態に
係る展示台Ｄ２を作成する（図１６参照）。
　最後に、図１７に示すように、展示台Ｄ２の商品載置部１に商品Ｓを載置する。こうし
て、図１８に示すように、第２実施形態に係る展示台Ｄ２を用いた商品Ｓの展示が完了す
る。
【００４９】
＜本実施形態の変形例＞
　以下、前述の展示台Ｄ１、Ｄ２に使用可能なＰＯＰ表示付属品３０の構造と、ＰＯＰ表
示付属品３０の折り畳み及び使用の手順とを、図２８から図３６を参照しつつ説明する。
なお、各図面において、同一の材料で形成され同一の機能を有する部分には同一の符号を
付している。
【００５０】
（ＰＯＰ表示付属品３０の構造）
　図２８は、本発明の第１及び第２実施形態に係る展示台用基材１０、２０に使用可能な
ＰＯＰ表示付属品（以下、単に「付属品」とも表記する。）３０を模式的に示した展開図
であり、図２８（ａ）は付属品３０の表面側を示し、図２８（ｂ）は付属品３０の裏面側
を示している。図２８に示すように、付属品３０は、一枚の平板形状をした基材で形成さ
れており、ＰＯＰ表示部３１と、第３フラップ部３２と、帯部３３Ｒ、３３Ｌとを、備え
ている。
【００５１】
　付属品３０の全体は、例えば、剛性を備えた厚紙で形成されている。また、付属品３０
の表面には、そのデザイン性を高めるために、例えば、光沢加工や艶消し加工が施されて
いる。このような付属品３０の具体例として、印刷適性があり、且つ適度な剛性を備えた
紙材であるコート紙やアート紙等が挙げられる。一方、展示台Ｄ１、Ｄ２に取り付けた場
合に内側に折り込まれる付属品３０の裏面には、前述の光沢加工や艶消し加工は施されて
いなくてもよい。
【００５２】
　以下、付属品３０を構成する各部の詳細について説明する。
・ＰＯＰ表示部３１
　ＰＯＰ表示部３１は、展示台用基材１０、２０を折り曲げて作成した展示台Ｄ１、Ｄ２
に取り付けて広告効果を向上させるものであって、ＰＯＰ情報を表示する部分である。こ
のため、ＰＯＰ表示部３１の表面には、例えば、商品の名称や特徴、キャッチコピー等の
ＰＯＰ情報が印刷されている。
【００５３】
　ＰＯＰ表示部３１の形状は、長方形である。ＰＯＰ表示部３１の辺３１ａ、３１ｂは、
図２８中のＸ軸方向に沿って延びており、ＰＯＰ表示部３１の辺３１ｃ、３１ｄは、図２
８中のＹ軸方向に沿って延びている。ＰＯＰ表示部３１のＹ軸方向の長さは、そのＸ軸方
向の長さよりも長い。また、ＰＯＰ表示部３１のＸ軸方向の長さは、第１背面部３のＸ軸
方向の長さと略同じである。
【００５４】
・第３フラップ部３２
　図２８中のＹ軸方向には、ＰＯＰ表示部３１の辺３１ｂに折り曲げ可能に接続する第３
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フラップ部３２が配置されている。換言すると、ＰＯＰ表示部３１の図面下側には第３フ
ラップ部３２が接続されている。この第３フラップ部３２は、第３フラップ部３２の折り
曲げ角度を変えることで、展示台Ｄ１、Ｄ２におけるＰＯＰ表示部３１の位置が調節可能
となっている。このようにＰＯＰ表示部３１の位置を調節することで、広告効果を向上さ
せることができる。
【００５５】
　第３フラップ部３２の形状は、半円形又は半楕円形であって、第３フラップ部３２の辺
３２ａと相対する辺は、湾曲している。また、第３フラップ部３２のＸ軸方向の長さは、
ＰＯＰ表示部３１のＸ軸方向の長さと同じである。
　なお、第３フラップ部３２の表面には、例えば、商品の名称や特徴、キャッチコピー等
のＰＯＰ情報が印刷されていてもよい。
【００５６】
・帯部３３Ｒ、３３Ｌ
　図２８中のＸ軸方向には、ＰＯＰ表示部３１の辺３１ｃ、３１ｄにそれぞれ折り曲げ可
能に接続する一対の帯部３３Ｒ、３３Ｌが配置されている。より詳しくは、ＰＯＰ表示部
３１の図２８（ａ）右側には帯部３３Ｒが接続されており、ＰＯＰ表示部３１の図２８（
ｂ）左側には帯部３３Ｌが接続されている。この帯部３３Ｒ、３３Ｌは、商品載置部１に
対してＰＯＰ表示部３１を起立させるものであり、帯部３３Ｒ、３３Ｌを展示台Ｄ１、Ｄ
２の第１背面部３と第２背面部４との間にそれぞれ挟んで使用する。
　帯部３３Ｒ、３３Ｌの形状は、それぞれ長方形である。帯部３３Ｒ、３３Ｌの図２８中
のＸ軸方向の長さはそれぞれ、ＰＯＰ表示部３１のＸ軸方向の長さの１／２程度である。
また、帯部３３Ｒ、３３Ｌの図２８中のＹ軸方向の長さはそれぞれ、ＰＯＰ表示部３１の
Ｙ軸方向の長さよりも短い。
【００５７】
・第３開封部３３ａ
　帯部３３Ｒは、図２８中のＹ軸方向に延び、帯部３３Ｒから帯部３３Ｒの一部を切り離
す第３開封部３３ａを備えている。この第３開封部３３ａは、配送に適した形状に折り畳
んだ付属品Ｐ３を開封するためのものである。
　第３開封部３３ａは、図２８中のＹ軸方向に延びる一対のミシン目を備えたものであっ
て、一般に、「ジッパー」と呼ばれるものである。つまり、帯部３３Ｒには、図２８中の
Ｙ軸方向に向かって、ジッパー加工が施されている。
【００５８】
・第３接着部３３ｂ
　第３開封部３３ａを備えた帯部３３Ｒは、その裏面であって、第３開封部３３ａよりも
ＰＯＰ表示部３１から離れた位置に、図２８中のＹ軸方向に延びる第３接着部３３ｂを備
えている。この第３接着部３３ｂは、帯部３３Ｌの表面と帯部３３Ｒの裏面とを固定して
、配送するために付属品３０を折り畳むためのものである。
　なお、第３接着部３３ｂに用いられる接着剤としては、例えば、汎用の粘着テープが挙
げられる。
【００５９】
・折り曲げ予定線Ｌ８、Ｌ９
　前述した各部同士は、それぞれ折り曲げ可能な折り曲げ予定線Ｌ８（Ｌ８Ｒ、Ｌ８Ｌ）
、Ｌ９で接続されている。より詳しくは、ＰＯＰ表示部３１と帯部３３Ｒ、３３Ｌとは、
折り曲げ予定線Ｌ８Ｒ、Ｌ８Ｌでそれぞれ折り曲げ可能に接続されている。また、ＰＯＰ
表示部３１と第３フラップ部３２とは、折り曲げ予定線Ｌ９で折り曲げ可能に接続されて
いる。
【００６０】
（付属品３０の折り畳みの手順）
　以下、付属品３０の折り畳みの手順について、図面を参照しつつ簡単に説明する。
　まず、帯部３３Ｌを折り曲げ予定線Ｌ８Ｌで折り曲げて、帯部３３Ｌの裏面とＰＯＰ表
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示部３１の裏面とを重ね合わせる。
　次に、帯部３３Ｒを折り曲げ予定線Ｌ８Ｒで折り曲げて、帯部３３Ｒの裏面と、帯部３
３Ｌの表面とを重ね合わせる。この重ね合わせの際、第３接着部３３ｂで、帯部３３Ｒの
裏面と帯部３３Ｌの表面とを固定する。
　このように折り畳むことで、付属品３０を配送に適した形状とする。図２９は、上述の
手順を経て配送に適した形状にした付属品の外観を示す斜視図である。図２９（ａ）は、
配送に適した形状にした付属品Ｐ３の表側を示し、図２９（ｂ）は、配送に適した形状に
した付属品Ｐ３の裏側を示す。
【００６１】
　次に、配送に適した形状にした付属品Ｐ３を、例えば、展示台用基材１０の第１背面部
３及び第２背面部４の上に配置する（図３０参照）。その後、付属品３０を、第１背面部
３及び第２背面部４とともに折り畳む。
　このように折り畳むことで、付属品３０と展示台用基材１０とを配送に適した形状にす
ることができる。上述の手順を経て配送に適した形状にした展示台用基材の外観は、第１
実施形態に係る展示台用基材Ｐ１の外観と略同じである（図１０参照）。
【００６２】
（付属品３０の使用の手順）
　図３１から図３４は、変形例に係る展示台用基材の組み立て手順を示した斜視図である
。また、図３５は、変形例に係る展示台の使用方法を示した斜視図である。また、図３６
は、変形例に係る展示台の使用状態を示した斜視図である。以下、図３１から図３６を参
照しつつ、付属品３０の使用の手順を説明する。なお、本変形例では、展示台用基材１０
を用いた場合を例に挙げて説明する。
【００６３】
　まず、配送に適した形状にした展示台用基材の裏側の中央部分に配置された第１開封部
２ａを、そのミシン目に沿って開封する（図１０参照）。
　次に、開封した展示台用基材１０から付属品Ｐ３を取り出すとともに、その展示台用基
材１０を、第１フラップ部２Ｌ、第１フラップ部２Ｒ、第１背面部３及び第２背面部４、
第２フラップ部７、突起部６Ｒ、６Ｌ、スタンド部５Ｒ、５Ｌの順に展開する。ここまで
の展開の手順は、第１実施形態の場合と同じである（図１１、図１２参照）。
　次に、図３１に示すように、展示台用基材１０から取り出した付属品Ｐ３の第３開封部
３３ａを、そのミシン目に沿って開封する。
【００６４】
　次に、第１背面部３及び第２背面部４を折り曲げ予定線Ｌ２で折り曲げて、商品載置部
１に対して起立させる。
　次に、図３２に示すように、第２背面部４を折り曲げ予定線Ｌ３で折り曲げて、第２背
面部４の裏面と第１背面部３の裏面とを重ね合わせる。この際に、第２背面部４の裏面と
第１背面部３の裏面との間に帯部３３Ｒ、３３Ｌをそれぞれ挟み、ＰＯＰ表示部３１を商
品載置部１に対して起立させる。
　次に、図３２に示すように、第２フラップ部７を折り曲げ予定線Ｌ４で第２背面部４の
表面側に向けて折り曲げるとともに、突起部６Ｒ、６Ｌを折り曲げ予定線Ｌ７Ｒ、Ｌ７Ｌ

で内側スタンド部５Ｒｂ、５Ｌｂ側に向けてそれぞれ折り曲げる。
【００６５】
　次に、図３３に示すように、スタンド部５Ｒ、５Ｌを折り曲げ予定線Ｌ５Ｒ、Ｌ５Ｌで
第１背面部３の表面側に向けてそれぞれ折り曲げるとともに、突起部６Ｒ、６Ｌを差し込
み部９Ｒ、９Ｌにそれぞれ差し込む。こうして、第１背面部３及び第２背面部４の起立状
態を維持する。
　次に、図３４に示すように、第１フラップ部２Ｒ、２Ｌを折り曲げ予定線Ｌ１Ｒ、Ｌ１

Ｌでそれぞれ折り曲げ、第１フラップ部２Ｒ、２Ｌの裏面と、商品載置部１の裏面とを重
ね合わせる。この際、第１フラップ部２Ｒと第１フラップ部２Ｌとの重なり合う部分（例
えば、端部同士）に接着剤を塗布して、第１フラップ部２Ｒと第１フラップ部２Ｌとを固
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定する。
【００６６】
　このように組み立てることで、第１及び第２実施形態の変形例に係る展示台Ｄ３に作成
する。図３４は、上述の手順を経て組み立てた展示台Ｄ３の外観を示す斜視図である。
　最後に、図３５に示すように、展示台Ｄ３の商品載置部１に商品Ｓを載置する。こうし
て、図３６に示すように、第１及び第２実施形態の変形例に係る展示台Ｄ３を用いた商品
Ｓの展示が完了する。
【００６７】
＜その他の変形例＞
（１）本実施形態では、長方形をした、商品載置部１、第１フラップ部２Ｒ、２Ｌ、第１
背面部３、第２背面部４、第２フラップ部７、ＰＯＰ表示部３１、帯部３３Ｒ、３３Ｌに
ついて説明したが、本発明はこれに限定されるものではない。本発明は、展示台用基材１
０、２０の全体を配送に適した形状（例えば、矩形）に折り畳むことができれば、展示台
用基材１０、２０を構成する各部の形状は問わない。
【００６８】
（２）本実施形態では、第１背面部３と第２背面部４とからなる情報表示部の形状を商品
載置部１と略同じにした場合について説明したが、本発明はこれに限定されるものではな
い。例えば、前述の情報表示部の図面Ｙ軸方向における長さを、商品載置部１の図面Ｙ軸
方向における長さとよりも長くしてもよい。
（３）本実施形態では、展示台用基材１０、２０の折り畳み手順及びその組み立て手順に
ついて説明したが、本発明はこれに限定されるものではない。つまり、折り畳み手順を変
えて展示台用基材Ｐ１、Ｐ２を作成してもよいし、組み立て手順を変えて展示台Ｄ１、Ｄ
２を作成してもよい。
【００６９】
（４）本実施形態では、一対のスタンド部５Ｒ、５Ｌを備えた場合について説明したが、
本発明はこれに限定されるものではない。例えば、一対のスタンド部５Ｒ、５Ｌのうち、
いずれか一方のみを備えた場合であってもよい。
　また、本実施形態では、一対の突起部６Ｒ、６Ｌを備えた場合について説明したが、本
発明はこれに限定されるものではない。例えば、一対の突起部６Ｒ、６Ｌのうち、いずれ
か一方のみを備えた場合であってもよい。
【００７０】
（５）本実施形態では、第２フラップ部７を備えた展示台用基材１０について説明したが
、本発明はこれに限定されるものではない。配送時に展示台用基材１０の表面が傷付くの
を防止する観点から第２フラップ部７を備えた方が好ましいが、本願発明の作用効果を奏
するためには第２フラップ部７を備えなくてもよい。
（６）本実施形態では、第１開封部２ａ、第２開封部６ａ、第３開封部３３ａの一形態と
して「ジッパー」を用いた場合について説明したが、本発明はこれに限定されるものでは
ない。前述の開封部は、配送に適した形状に折り畳んだ展示台用基材Ｐ１、Ｐ２や付属品
Ｐ３を開封可能とするものであればよく、その形態は問わない。
【００７１】
（７）本実施形態では、展示台用基材１０、２０、付属品３０に紙材を用いた場合につい
て説明したが、本発明はこれに限定されるものではない。展示台用基材１０、２０、付属
品３０に、例えば、樹脂製の板状部材を用いてもよい。また、その樹脂製の板状部材は、
透明な部材であってもよい。
（８）本実施形態では、例えば、図３６に示すように、第３フラップ部３２を商品載置部
１に対して起立させた状態で付属品３０を使用する場合について説明したが、本発明はこ
れに限定されるものではない。例えば、図３７に示すように、第３フラップ部３２を商品
載置部１に重ね合わせた状態で付属品３０を使用してもよい。こうすることで、第３フラ
ップ部３２を商品載置部１に対して起立させた状態に比べて、ＰＯＰ表示部３１の位置を
商品載置部１側に近付けることができる。
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【００７２】
（９）本実施形態では、第１背面部３及び第２背面部４の図面Ｙ軸方向における長さをそ
れぞれ、商品載置部１の図面Ｙ軸方向における１／２程度の長さにした場合について説明
したが、本発明はこれに限定されるものではない。例えば、第１背面部３及び第２背面部
４の図面Ｙ軸方向における長さをそれぞれ、商品載置部１の図面Ｙ軸方向における長さと
同じにしてもよい。図３８は、第１背面部３及び第２背面部４の図面Ｙ軸方向における長
さをそれぞれ、商品載置部１の図面Ｙ軸方向における長さと略同じにした展示台用基材の
折り畳みの手順の一部を示した斜視図である。この態様の展示台用基材では、第１背面部
３の表面と商品載置部１の表面とを重ね合わせつつ、第１背面部３の裏面と第２背面部４
の裏面とを重ね合わせるようにして折り畳む。なお、その他の手順は第１実施形態の場合
と同じであるため、その詳細な説明は省略する。
【００７３】
　なお、本発明は、以上に記載した各実施形態や各変形例に限定されるものではない。当
業者の知識に基づいて各実施形態や各変形例に設計の変更等を加えてもよく、そのような
変更等が加えられた態様も本発明の範囲に含まれる。
【００７４】
（本実施形態の効果）
（１）本実施形態に係る展示台用基材１０、２０は、ＰＯＰ情報等が表示される表面と、
配送先等の情報が表示される裏面とを有する一枚の基材を、基材表面同士が重なり合うよ
うに基材表面を内側に向けて折り畳むとともに、展示台Ｄ１、Ｄ２を組み立てるときに折
れ曲がる折り曲げ予定線Ｌ１～Ｌ７を備えている。また、展示台用基材１０、２０を折り
曲げ予定線Ｌ１～Ｌ７で折り畳むと、展示台用基材１０、２０は平坦な形状となり、配送
先等の情報は外側を向いて表示される。
【００７５】
　このような構成であれば、展示台用基材を折り畳まない場合と比較して、展示台用基材
をコンパクトなサイズに折り畳んで配送することができる。このため、展示台用基材１０
、２０であれば、配送コストの低減を図ることができる。
　また、上記構成であれば、展示台用基材１０、２０を折り曲げ予定線Ｌ１～Ｌ７で折り
曲げて展示台Ｄ１、Ｄ２を組み立てることができる。より詳しくは、予定線Ｌ１～Ｌ７の
みを折り曲げることで展示台Ｄ１、Ｄ２を組み立てることができる。このため、展示台用
基材１０、２０であれば、展示台の組み立ての容易さを維持することができる。
　さらに、上記構成であれば、基材表面同士が重なり合うように基材表面を内側に向け折
り畳むことができるので、基材表面を保護した状態で展示台用基材１０、２０を配送する
ことができる。このため、展示台用基材１０、２０であれば、配送時に基材表面が傷付き
、展示台のデザイン性が低下するのを防止することができる。
【００７６】
（２）また、本実施形態に係る展示台用基材１０、２０は、商品載置部１と、商品載置部
１に接続する一対の第１フラップ部２Ｒ、２Ｌと、商品載置部１に接続する第１背面部３
と、第１背面部３に接続する第２背面部４と、第２背面部４に接続する一対のスタンド部
５Ｒ、５Ｌと、を備えている。また、商品載置部１と第１フラップ部２Ｒ、２Ｌ、商品載
置部１と第１背面部３、第２背面部４とスタンド部５Ｒ、５Ｌの各接続部分には、折り曲
げ予定線Ｌ１～Ｌ７が設けられている。また、展示台用基材１０、２０を折り曲げ予定線
Ｌ１～Ｌ７で折り畳んだ状態では、第１フラップ部２Ｒ、２Ｌ、第１背面部３、第２背面
部４、スタンド部５Ｒ、５Ｌのそれぞれが商品載置部１と重なり合う。つまり、折り畳ん
だ状態における展示台用基材１０、２０の形状は、配送に適した平坦な矩形となる。
　このような構成であれば、展示台用基材１０、２０の各部を折り曲げ予定線Ｌ１～Ｌ７
で折り畳んだ場合に、展示台用基材１０、２０を配送に適した形状（例えば、矩形）にす
ることができる。このため、展示台用基材１０、２０であれば、配送コストの低減をより
図ることができる。
【００７７】
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（３）本実施形態に係る展示台用基材１０は、展示台用基材１０を折り曲げ予定線Ｌ１～
Ｌ７で折り畳んだ状態で、商品載置部１の配送先等表示面側とは反対側で、第１フラップ
部２Ｒと第１フラップ部２Ｌとが重なり合う。また、この第１フラップ部２Ｌは、第１開
封部２ａを備えている。
　このような構成であれば、第１開封部２ａを備えているので、配送に適した形状に折り
畳んだ展示台用基材Ｐ１の開封を容易にすることができる。このため、展示台用基材１０
であれば、展示台Ｄ１の組み立て作業の効率を高めることができる。
【００７８】
（４）本実施形態に係る第１フラップ部２Ｌは、展示台用基材１０を折り曲げ予定線Ｌ１
～Ｌ７で折り畳んだ状態で商品載置部１の中央部分と重なるように、第１開封部２ａを備
えている。
　このような構成であれば、配送に適した形状に折り畳んだ展示台用基材Ｐ１の開封をよ
り容易にすることができる。このため、展示台用基材１０であれば、展示台Ｄ１を組み立
てる作業効率を高めることができる。また、ジッパーを引き上げて展示台用基材Ｐ１を開
封する際の張力を、第１フラップ部２Ｒと第１フラップ部２Ｌの両方で均等に分散するこ
とができるので、その張力により第１フラップ部２Ｒ、２Ｌが破損するのを防止すること
ができる。
【００７９】
（５）本実施形態に係る第１フラップ部２Ｌは、第１接着部２ｂを備えている。
　このような構成であれば、展示台用基材１０を折り畳んで配送に適した形状にする作業
を容易にすることができる。
（６）本実施形態に係る展示台用基材２０は、第２背面部４に折り曲げ可能に接続する第
２フラップ部７を更に備えるとともに、展示台用基材２０を折り曲げ予定線Ｌ１～Ｌ７で
折り畳んだ状態で、第２フラップ部７と商品載置部１とが重なり合う。また、この第２フ
ラップ部７は、第２開封部６ａを備えている。
　このような構成であれば、第２開封部６ａは配送先等表示面側に配置されるので、配送
先等表示面に記載の情報を確認しつつ、展示台用基材Ｐ２を開封することができる。
【００８０】
（７）本実施形態に係る第２フラップ部７は、第２接着部６ｂを備えている。
　このような構成であれば、展示台用基材１０を折り畳んで配送に適した形状にする作業
を容易にすることができる。
（８）本実施形態に係る展示台用基材１０、２０のスタンド部５Ｒ、５Ｌのそれぞれは、
第１背面部３を第２背面部４に対して起立させる突起部６Ｒ、６Ｌを備え、商品載置部１
と第１フラップ部２Ｒ、２Ｌとの間に、折り曲げ予定線Ｌ１Ｒ、Ｌ１Ｌとそれぞれ重なる
ように、突起部６Ｒ、６Ｌの差し込みが可能な差し込み部９Ｒ、９Ｌを備えている。
　このような構成であれば、商品載置部１に対する第１背面部３及び第２背面部４の起立
状態を容易に維持することができる。
【符号の説明】
【００８１】
１　商品載置部、２Ｒ、２Ｌ　第１フラップ部、２ａ　第１開封部、２ｂ　第１接着部、
３　第１背面部、４　第２背面部、５Ｒ、５Ｌ　スタンド部、５Ｒａ、５Ｌａ　外側スタ
ンド部、５Ｒｂ、５Ｌｂ　内側スタンド部、６Ｒ、６Ｌ　突起部、７　第２フラップ部、
７ａ　第２開封部、７ｂ　第２接着部、９Ｒ、９Ｌ　差し込み部、１０、２０　展示台用
基材、３０　ＰＯＰ表示付属品、３１　ＰＯＰ表示部、３２　第３フラップ部、３３Ｒ、
３３Ｌ　帯部、３３ａ　第３開封部、３３ｂ　第３接着部、Ｌ１～Ｌ９　折り曲げ予定線
、Ｐ１、Ｐ２　展示台用基材、Ｐ３　ＰＯＰ表示付属品、Ｄ１～Ｄ３　展示台、Ｓ　商品
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